計画の趣旨

食を取り巻く現状と課題
近年、社会経済情勢がめまぐるしく動き、また、個人嗜好が多様化する中で、「食」の中心となる家庭における「食スタイル」も大きく変化してきています。忙しい日々の中で、「食」の大切さに対する意識が希薄化するとともに、飽食の時代にあって真に「豊かな食」が問われています。

また、肥満や生活習慣病の増加、過度の痩身志向など健康に関わる問題、食べ残しや廃棄など食料資源の浪費、伝統的な食文化の喪失及び食糧自給率の低下など諸課題が顕在化しており、文化、健康両面から「健全な食生活」の復活が望まれています。

食育をめぐる動き
こうした状況の中、平成17年7月の食育基本法制定を受け、平成18年3月に食育推進計画が策定され、山梨県においても平成18年12月に山梨県食育推進計画が策定されました。
　食育基本法では、『国民一人ひとりが「食」について改めて意識を高め、自然の恩恵や「食」に関わる人々の様々な活動への感謝の念や理解を深めつつ、「食」に関して信頼できる情報に基づく適切な判断を行う能力を身に付けることによって、心身の健康を増進する健全な食生活を実践するために、今こそ、家庭、学校、保育所、地域等を中心に、国民運動として、食育の推進に取り組んでいくこと』を課題としています。

計画期間

計画期間は、平成２９年度～平成３４年度までの６年間とし、計画期間中に状況の変化等が生じた時は、必要に応じて見直しを行います。

計画の位置づけ








施策の構成図

	

	

	

	

	




	

	
	







食育とは


子どもたちが豊かな人間性をはぐくみ、生きる力を身に付けていくためには、何よりも「食」が重要である。今、改めて、食育を、生きる上での基本であって、知育、徳育及び体育の基礎となるべきものと位置付けるとともに、様々な経験を通じて「食」に関する知識と「食」を選択する力を習得し、健全な食生活を実践することができる人間を育てる食育を推進することが求められている。　　　　　　　　　　　　（食育基本法　前文の抜粋）














大月市第６次総合計画








食育基本法





大月市第７次


健康増進計画








県食育計画








大月市食育推進計画








大月市


健康・福祉に係るプラン


・（第7次健康増進計画）


・子供・子育て事業計画


・高齢者福祉計画・


　第６期介護保険事業計画


・地域福祉計画


               etc.





　本計画は、教育、健康・福祉、産業が連携しあって策定する計画であり、


併せて国、県の食育推進計画との整合性を図っています。





妊娠期











乳児期





幼児期





学童期・思春期





成人期








老年期





ライフステージごとの推進





１）家庭における食育の推進





２）学校・保育所（園）等における食育の推進





３）地域における食育の推進








４）地産地消の推進と特色ある食文化の継承





５）食の安全・安心確保に関する取組の推進
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